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高 岡 を 面 白 く す る 人 た ち

「ふわんち」不破秋美さん　不破愛咲さん
戸出生まれ戸出育ちの高岡大好きな二人。自家栽培（不
破農産）の白米と分づき米をあわせた、栄養たっぷりでひとく
ちサイズのおいなりさんはジューシーなお揚げで丁寧にひとつ
ひとつ包んでいる。小さなお子さんから年配の方まで家族み
んなで楽しめるよう、素朴でやさしい味わいに仕上げている。





お米を作っている高岡市戸出で生まれ育ちまし
た。もともとうちの子ども達がいなり寿司大

好きで、家でもちょこちょこ作ったりしていました。
せっかくなら夫が作ったお米で作れたらいいよねっ
ていうのが「ふわんち」をやることになったきっか
けです。
　夫は全くの異業種から「農業に従事したい」とい
う気持ちが強くなり、37 歳の時に近隣の農業法人
に転職しました。地元の農業従事者が高齢化してい
たこともあり、紹介された農家の離農を機に、40 歳
で独立し「不破農産」をはじめたんです。
　商品化するにあたり、ある程度、味付けは色々試
しながらでしたが、運動会や遠足などのイベント
ごとでよく作っていた「おうちのいなり寿司」をそ
のまま食べてもらいたいな、と。家族は皆、仲が良
いですね。夫がお米を育て、私たちがおいなりさん
を作って、息子は今、県外で日本料理の修行中です
（笑）。御旅屋人マーケット出店のきっかけも夫から
の提案だったんです。出店してみて、昼の高岡の街
のお客さんと、夜の高岡の街のお客さんが混在して
いて面白いなと思いました。
　現在は店舗営業を目指して、イベントや道の駅
などに出店しています。今後は、新高岡駅からの観
光に「ふわんち」のいなり寿司が貢献できれば良い
なと考えています。そして娘が好きないなり寿司を、
ずっと作り続けたいと思っています。
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米農家のおいなりさん「ふわんち」
土日を中心に道の駅・マルシェ・イベントに出店
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